
 

第25回 三保連合同シンポジウム 
 

テーマ 令和8年度診療報酬改定の総括 

 

 

【開催概要】 

日時：2026年 6月 19日(金) 18：00～19：30 

場所：日本看護協会ビル JNAホール 

申込：不要（直接会場にお越しください） 

 

 

【主催】 

一般社団法人 内科系学会社会保険連合 

一般社団法人 外科系学会社会保険委員会連合 

一般社団法人 看護系学会等社会保険連合（担当） 

 

 

【後援】 

公益社団法人 日本看護協会 

 



プログラム 

テーマ 令和 8年度診療報酬改定の総括 

 

 

【シンポジウムのねらい】 

三保連合同シンポジウムでは、内保連・外保連・看保連が協働し、 
診療報酬・介護報酬に関連した喫緊の課題について議論をしています。 
今回の第 25回三保連合同シンポジウムでは、令和 8年度診療報酬改定

を振り返り、全体討論を行います。 
職種を超えた活発な意見交換を行い、これからの医療・介護におい

て、患者にとって真に意義のある診療報酬のあり方を模索するための 
議論を行いたいと考えております。 
 

 

【プログラム】      
 

1．開会の挨拶（18：00～18：05） 
福井トシ子 氏（看護系学会等社会保険連合代表理事） 

 
 
2．講演（18：05～19：05）  
「令和 8年度診療報酬改定の総括」 
演 者： 待鳥詔洋 氏（内科系学会社会保険連合副理事長） 

         渡邊雅之 氏（外科系学会社会保険委員会連合実務委員長） 
         福井トシ子氏（看護系学会等社会保険連合代表理事） 
 
 
3．全体討論（19：05～19：25） 
 登壇者： 待鳥詔洋  氏（内科系学会社会保険連合副理事長） 
          渡邊雅之  氏（外科系学会社会保険委員会連合実務委員長） 
          小林弘祐 氏（内科系学会社会保険連合理事長） 
         瀬戸泰之 氏（外科系学会社会保険委員会連合会長） 
        福井トシ子氏（看護系学会等社会保険連合代表理事）   
 
 
4．閉会の挨拶 （19：25～19：30） 
看護系学会等社会保険連合理事 

 

  

 



【講演抄録】 

 

一般社団法人 内科系学会社会保険連合 
副理事長 待鳥詔洋（国立国府台医療センター） 
 令和 8年度診療報酬改定に向け、内保連は医療技術評価提案書として計 388件（未

収載 153件、既収載 235件）、基本診療料改定要望 39件、医薬品再評価提案書 9件

を提出した。第 2回医療技術評価分科会において「優先度が高い技術」と判定された

提案は 57件（15％）に留まり、要望に対する評価は依然として厳しい現状が浮き彫

りとなった。 

一方で、内保連が重点課題として掲げた「重症度、医療・看護必要度」の適正化につ

いては、内科系医療の実態を反映させるべく、データに基づいた積極的な提言を行っ

た。その結果、抗悪性腫瘍剤の注射や内科的救命処置等が A・C項目に追加されるな

ど、内科系診療の負荷がより適切に評価される改定へと繋がった。 

本シンポジウムでは、本改定の実施された背景や改定率等について概説し、内保連か

ら提出された提案書の結果の報告やその評価等について総括する。 

 

 
一般社団法人 外科系学会社会保険委員会連合 
外保連実務委員長 渡邊雅之（がん研究会有明病院） 
今回の改定は 8・9年度平均で+3.09%と、近年にない大幅なプラス改定であった。

人件費および物価高騰への対応に加え、医師偏在対策やロボット支援手術の評価と集

約化など、新たな方向性が示された。前回から外保連が要望していた整形外科領域の

Kコード見直しについて、STEM7の分類に従って再編された。 

一方、外保連の要望で考慮された項目は、新設 138項目中 44項目（32%）、改正 186

項目中 53項目（29%）に留まり、個別の要望項目の採用率は前回を上回ったもの

の、依然厳しい結果であった。外保連が掲げる各外科手術に対する適正な評価という

観点からは不十分な内容であり、次回改定に向け、外科医療に対する保険診療のさら

なる充実求めていく必要がある。 

 

 

一般社団法人 看護系学会等社会保険連合 
代表理事 福井トシ子（国際医療福祉大学大学院） 
看保連は令和 8年度診療報酬改定に向け、医療技術評価提案書 20項目（未収載

8、既収載 12）および要望書 33項目を厚生労働省へ提出した。その結果、提案書の

うち 6項目が中医協で議論され、がん患者指導管理料イの算定回数見直し、心不全再

入院予防継続管理料の新設、ならびに情報通信機器を用いた在宅療養の拡大が収載さ

れた。要望書では、産科管理加算、難病外来指導管理料２の新設が実現した。今改定

での看護への評価は、いわゆる 2040年問題を見据えた人員配置等の見直しが中心で

あった。今後は、加盟学会・団体がより政策動向を踏まえた提言を行えるよう、勉強

会等を通じて体制の強化を図りたい。 

 

  



【会場案内図】 

 

日本看護協会ビル JNAホール 

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前 5-8-2 

 

 

・JR山手線「原宿」駅下車、表参道口徒歩 8分 

・東京メトロ銀座線・千代田線・半蔵門線「表参道」駅下車、A1出口徒歩 5分 

・東京メトロ千代田線・副都心線「明治神宮前(原宿）」駅下車、4番出口徒歩 5分 

 

会場には駐車場はご用意がございません。予めご了承ください。 

 

 

 

【シンポジウムに関する問い合わせ先】  

一般社団法人 看護系学会等社会保険連合 事務局 

〒150-0001 渋谷区神宮前 5-8-2 日本看護協会ビル 4階 

TEL：03-3409-1569 E-mail：info@kanhoren.jp  


